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折れ 曲が った 4 世 紀中ご ろの溝の跡
（ 2 本 の 白線の 内側）＝ 1 月 31日午
前、奈良県横井市辻、伊藤進之介撮影

4
世
紀

の
遺
構
見

つ
か
る

ひ

み
こ

女
王
卑
弥
呼
が
治
め
た
邪
馬

台
国
の
候
補
地
の

一
つ
と
さ
れ

ま
き
む
く

る
奈
良
県
横
井
市
の
纏
向
遺
跡

で
、
2
0
0
9
年
に
確
認
さ
れ

た
3
世
紀
前
半

（
弥
生
時
代
末

～
古
墳
時
代
初
め
）
の
大
型
建

物
跡
の
近
く
か
ら
、
何
か
を
囲

む
よ
う
な
4
世
紀
中
ご
ろ
（
古

墳
時
代
前
期
）
の
溝
の
跡
が
見

つ
か

っ
た
。
同
市
纏
向
学
研
究

セ
ン
タ
ト
が
1
日
発
表
し
た
。

古
墳
時
代
に
入

っ
て
も
重
要
な

施
設
が
遣
ら
れ
る
「
特
別
な
土

地
」
だ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

溝

の
遺
構

は
3
カ
所

で
確

認
。
東
西
方
向
に
長
く
延
び
、

漣
向
浪
跡
で
出
土
し
た
4
世

紀
の
区
画
溝
の
位
置
関
係
図

l

見
つ
か
っ
た
溝
の
遺
構

3 世紀前半の大型建物跡

中柱の穴 建物跡

凱」▼＿＿＿巌・・・ふ由一

南
北
溝

N①
攣

今回の調査地

′東西溝

西
端
は
北
に
向
け
L
字
形
に
曲

が

っ
て
い
た
。
全
体
で
長
さ
約

57
㍍
、
幅
5
・
8
㍍
以
上
と
推

定
さ
れ
、
4
世
紀
中
ご
ろ
～
後

半
に
埋
没
し
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
い
し

中
か
ら
何
か
の
祭
祀
に
使
わ
れ

た
ら
し
い
、
長
さ
約
32
巧
の
刀

形
の
木
製
品
も
出
土
し
た
。

こ
の
溝
の
東
側
で
は
、
過
去

の
調
査
で
南
北
方
向
に
延
び
る

長
さ
54
㍍
以
上
、
幅
約
8
㍍
の

溝
が
出
土
し
て
い
る
。
セ
ン
タ

ー
は

、
二

つ
の
溝
に
囲

ま
れ

た

中
に
首
長
の
居
館
が
あ

っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
み
る
。
白
石
太

一
郎
・

大
阪
府
立
近

つ
飛
鳥
博

物
館
長
（
考
古
学
）は

「
4
世
紀

の
纏
向
に
は
、
初
期
ヤ
マ
ト
王

権
の
重
要
な
施
設
が
点
在
し
た

可
能
性
も
あ
る
」
と
話
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
こ
れ
ま

で
大
型
建
物
跡
と
同
じ
東
西
の

軸
線
上
に
3
棟
が
並
ぶ
と
み
ら

れ
て
い
た
建
物
跡
の
う
ち
、
西

端
の
1
横
付
近
も
調
査
。
直
径

10
～
60
靴ン
の
柱
穴
約
1
0
0
個

が
確
認
さ
れ
た
が
、
想
定
さ
れ

て
い
た
よ
う
な
建
物
跡
は
確
認

で
き
な
か

っ
た
と
し
て
、
従
来

の
発
表
を
修
正
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
（
0
7
4
4
・
45
・
0
5
9

0
）
は
3
日
午
前
10
時
～
午
後

3
時
、
J
R
巻
向
駅
西
側
の
調

査
現
場

で
現
地
説

明
会
を
開

く
。

（
塚
本
和
人
）


